
グループホームみつはま（A)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870102997 ○グループホームみつはま,
        .いつもいっしょ
　　　　同じ屋根の下で
　　　　心と心で行きましょう　・・・をスローガンに、入居者の方々とスタッフが仲良く、助け
　　合って生活していくことを大切にと努めています。
○母体は岡本医院であり、24時間往診も可能です。皆さん先生を信頼し、安心して生活され
　　ています。

法人名 医療法人岡本医院

事業所名 グループホームみつはま

所在地 愛媛県松山市住吉２丁目２番２１号

自己評価作成日 平成22年8月11日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●毎月のミーティングや朝夕の申し送りで、意見や提案を出し合い、職員で決めるようにされている。話
し合いの中から「利用者の誕生日のお祝いを個別にしてはどうか」という提案があり、4月から、利用者一
人ずつ希望を聞いて買い物や外食に出かけることを試みておられる。
●入居時に看取り支援について説明され「最期までお願いしたい」とほとんどの利用者・ご家族が希望
されている。終末期の状態に至った場合には、医師・家族・管理者で「今後どうするか」ということについ
て具体的に話し合うようにされている。実際に事業所は、看取りの経験も多く、利用者やご家族の不安
を軽減できるような支援にも努めておられる。

特定非営利活動法人JMACS

愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

平成22年8月26日訪問調査日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

自己評価及び外部評価結果表

●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
修正する とはありません

●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
役職者（経営者と同義）

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

                 役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームみつはま

(ユニット名） Ａユニット

ホップ 職員みんなで自己評価!

記入者（管理者）

氏　名 宇野　明美

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
評価完了日 平成22年8月11日

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

理念「同じ屋根の下、互いを尊重し、認め合い、助け
合い、楽しく生活する」スローガンとして「いつも
いっしょ　同じ屋根の下で　心と心でいきましょう」
を玄関、食堂に掲げ、スタッフ間で共有し、日々実践
に努めている。
同じ屋根の下に住む地域の住民として、普通の暮らし
を続けていけるように皆で支援にあたっている。

(外部評価)

管理者は、理念を職員ミーティング時等に話し、職員
それぞれが理念の言葉を捉え、日々のケアの中で理念
に立ち戻るようにされている。

(自己評価)

玄関には鍵をかけず、特別に目立つものも置かず、普
通の家のたたずまいにしており、地域の方と違和感な
く暮らしている。散歩のときに近所の知人を訪ねた
り、知り合いの方が来てくださったり自由に交流して
いる。

(外部評価)

地元から入居されている利用者が多く、知人等の訪問
もよくあり、又、ご本人の希望で職員が同行して知り
合いのお宅を訪問することもある。散歩や買い物に行
くと、声を掛けてもらうこともある。事業所は、町内
会に加入されており、回覧板で地区の行事を知り得
て、地方祭には住吉公園まで神輿を見に行ったりされ
ている。

(自己評価)

日々の散歩、出会いを通じて、認知症になってもこの
ように普通の暮らしが続けられることを、地域の皆さ
んに解かっていただけるように示していきたいと考え
ている。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者の方の生活の実際、スタッフの支援の姿を皆さ
んに報告し、話し合いを行っている。地域の皆さん、
家族の方々のの意見や感想をいただき、皆さんがこの
ホームのことをどう思われているのか確認させていた
だいている。また、地域の方々の日々の暮らしの不安
などを知り、今後ホームとしてどうあるべきか考えさ
せていただいている。

(外部評価)

会議では事業所から、行事計画や行事時の報告・看取
り支援について・外部評価結果の報告等、事業所での
取り組みを報告することが主になっている。消防署の
協力を得て、会議時に防火訓練を行い、メンバーの方
達にも参加していただいた。又、看とり支援について
の説明時には、家族から「安心する」等の感想をいた
だいた。

(自己評価)

利用者の方に関する相談事などあれば常に連絡を取り
相談させていただいている。事務的なことでも相談、
確認などさせていただいている。

(外部評価)

運営推進会議に参加いただき、制度等についての質問
等にお返事をしてくださっている。

(自己評価)

自由にその人らしくを大切に日々の支援にあたってい
る。身体の拘束をして自由を奪うことがいかにしては
ならないことか常に話し合っている。その人その人の
個性を大切に取り組んでおり代表者もそのことはよく
わかってくださっている。

(外部評価)

入院中に拘束されていた方が、入居する際には、ご家
族からも身体拘束の要望があるようだが、事業所で
は、入居後に利用者ご本人の状態を観察して、ご家族
とも相談して、居室を訪ねる回数を増やしたり、見守
りやものの工夫等で拘束をしないケアの実践に努めて
おられる。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

虐待はあってはならないこと、常に話し合っている。
スタッフ同士,そのような事がないよう互いに注意し気
をつけている。勤務内容についても、無理がないよう
にと心がけている。

(自己評価)

事業や制度について知ってはいるが、理解まではでき
ていない職員もいる。実際にそれらの制度を利用には
至っていない。問い合わせをしたことはあるが、実
際、対象者が多く、在宅で暮されている方が優先と
なっているとのことであった。

(自己評価)

利用されようとする時の不安な気持ちを受け止め、な
んでも話していただけるようにと相談にのっている。
解約に関しては遠慮はいらないこと、利用される方の
思いが一番であり、その時は相談に乗ることお話して
いる。

(自己評価)

面会時、お便り、電話にて、その都度意見、要望をお
聞きしている。
運営推進会議には家族の皆さんに参加を呼びかけでき
るだけ参加していただいている。その時、外部の方と
も意見交換している。

（外部評価)

ご家族や親戚が近くに多くおられ来訪も多く、運営推
進会議には、6～７名のご家族の参加がある。職員の異
動があった場合には、運営推進会議で報告されてい
る。遠くにおられるご家族には、管理者が毎月手紙を
書き、状況を伝え、お電話等で生活や介護について相
談されている。誕生会や忘年会、花見時には、ご家族
も一緒に楽しめるよう案内されている。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

月一度の夜間ミーテイングや日々の中で、その都度い
ろいろな意見、提案について話し合いを持って解決す
るようにしている。運営に関する会議には、代表者の
出席も得ている。

(外部評価)

毎月のミーティングや朝夕の申し送りで、意見や提案
を出し合い、職員で決めるようにされている。話し合
いの中から「利用者の誕生日のお祝いを個別にしては
どうか」という提案があり、4月から、利用者一人ずつ
希望を聞いて買い物や外食に出かけることを試みてお
られる。

(自己評価)

通常の勤務以上に働く必要があった場合、時間外手当
がついている。
研修参加は、労働時間として取り扱ってもらってお
り、時間外になった場合、時間外の手当てがつくなど
の環境・条件の整備あり。

(自己評価)

法人内外の研修を受ける機会を認めてくださってい
る。

(自己評価)

グループホーム連絡協議会の研修会参加、地域包括支
援センターの研修参加、相互研修などを通じ同業者と
交流を行いサービスの向上に努めている。

(自己評価)

不安な事、解からない事、してほしいと思っている事
を何でも話していただけるようにと努めている。
サービス内容についてわかりやすく説明し、本人のこ
とに関しては、本人が話してくださることに耳を傾
け、必要以上に聞くことのないようにしている。

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

サービス内容を解かりやすく説明している。
困っている事、不安に思っている事を何でもお聞き
し、安心していただけるように努めている。

(自己評価)

相談を受けた段階で，他のサービスを受ける方法もあ
ると思えれば、そのサービスについてもお話し、ゆっ
くりと相談に乗っていくようにしている。

、

(自己評価)

そのように努めている。食事の下ごしらえをしても
らったり、味見をしてもらったり、洗濯物をかたずけ
てもらったり、不安な方によりそってもらったり、お
互い助け合って生活している。

(自己評価)

面会時、お便り、電話にて、今の様子をお伝えし必要
な相談をさせていただき、お互いに支えていく関係を
築いている。
お花見、お誕生会などの行事などにも参加、協力をい
ただいている。

(自己評価)

馴染みの人が訪ねてこられたら、遠慮なく過ごしてい
ただけるように配慮している。訪ねて行きたい方があ
れば出かけたり、連絡して会いに来ていただいたりし
ている。

(外部評価)

利用者ご本人の希望でお墓参りに出かけることを支援
された。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

そのように努めている。
集団生活なので、もめ事もあるが、それは、普通の家
族でもあることであり、お互いがいたわりあって生活
していけるように支援している。

(自己評価)

入院が長引いて利用が終了しても、必要であれば今後
のことについて相談に乗ったり支援したりしている。

(自己評価)

入居者の日ごろの会話、行動などから本人の希望を見
つけだし、職員間で共有している。問題があれば、そ
の都度検討している。本人の希望に沿うことを1番にと
努めている。

(外部評価)

利用者個々の担当職員は、日々の介護記録の内容をも
とに、月末に「○月の○○の様子」とまとめて枠で囲
んでおられた。

現在は、記録内容が「職員が観察したこと」が主に
なっているので、今後、利用者の立場に立ち、思いや
意向等も記録していきたいと考えておられた。利用者
から得た情報を介護計画に採り入れていけるよう利用
者個々の状態に合わせて工夫し、探っていかれてほし
い。

(自己評価)

情報は、多いとは言えないが、日ごろの会話などか
ら、過去の生活や趣味などを知り、今の生活でも可能
なことは応用し、実践している。

(自己評価)

現状の把握には日々検討し、把握に努めている。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

25
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

そのように取り組んでいる。
健康管理・医療的管理については、主治医と相談し指
示もいただきながら、介護計画を作成している。

(外部評価)

介護認定の更新時には、ご家族個別に要望や意見を聞
くようにされている。担当者が月末にまとめた記録や
「ケアプラン会議」時の職員の話し合いをもとに、計
画を作成されている。３ヶ月に１回の見直し以外に
も、状態変化時には、計画を見直すようにされてい
る。

(自己評価)

個別記録に日々の様子や気づきなどを記入しており、
職員間で情報を共有し、実践している。

(自己評価)

充分とはいえないかもしれないが、そのように取り組
んでいる。（カットサービスの利用、受信の付添い、
緊急事対応、書類提出の代行など・・・）

(自己評価)

地域の行事に参加したり、近所への散歩で皆さんと仲
よくなり、顔とか様子を知っていただいている。地域
の米屋、醤油屋、電気店、クリーニング店など顔見知
りあり。
地域の防災訓練にも参加している。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

そのように支援している。

(外部評価)

入居時、ほとんどの方が母体病院にかかりつけ医を移
されるようで、元の医療機関とも連携を取りながら、
支援されている。ご家族からは「かかりつけ医がすぐ
隣で頻繁に診てもらえるので安心」という声が多いよ
うだ。歯科や整形外科等の専門医への通院時には、職
員が同行されている。

(自己評価)

そのように支援している。
介護職員は、日常業務で気づいたことを、その都度、
管理者、看護師などに伝え、相談している。

(自己評価)

入退院の相談時には、必ず管理者が出向き話し合いに
応じている。可能であれば、家族の方にも同行してい
ただいている。入院時も必要時様子をうかがい、その
都度状況を確認させていただいている。

(自己評価)

そのように取り組んでいる。
本人、家族の方の不安を軽くするよう心がけ、支援に
あたっている。

(外部評価)

入居時に看取り支援について説明され「最期までお願
いしたい」とほとんどの利用者・ご家族が希望されて
いる。終末期の状態に至った場合には、医師・家族・
管理者で「今後どうするか」ということについて具体
的に話し合うようにされている。実際に事業所は、看
取りの経験も多く、利用者やご家族の不安を軽減でき
るような支援にも努めておられる。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

訓練は、定期的には行っていない。(9月に実施予定あ
り）
急変に際しては、自分で勝手に対応することは禁止し
ており、まず、Dr(代表者)Or看護師、管理者に連絡を
入れ指示を受け対応することになっている。

(自己評価)

防災訓練は、定期的に行っており、地域の方の協力体
制も得られるようになってきているが、充分とは言え
ない。今後も消防の方より指導をうけ、訓練の積み重
ねが必要と思っている。

(外部評価)

定期的に夜間想定の避難訓練をされている。運営推進
会議のメンバーでもある米店やクリーニング店の方に
も、いざという時協力いただけるようお願いされてい
る。２階の利用者の避難については「火元から離れる
ことと、ベランダに出て助けを待つ」ことを職員で話
し合われた。地区の防災訓練に参加され、地域の方達
とともに防災について体験されたり学ばれた。

(自己評価)

そのように努めているが、職員全員ができているとは
言えない。努力を続けていく必要あり。

(外部評価)

職員は、日々のケアの中で事業所の理念に立ち戻り点
検するよう努めておられるが、時に利用者のプライバ
シーへの配慮や利用者同士の関係性への対応、声かけ
等に難しさを感じる面もあるようだ。

利用者の中には、介助は必要であるが「できるだけ人
の手を借りず、自分で自分のことをしたい」と思って
いる利用者もあり、管理者は「個々の思いの把握にも
取り組み、注意深く見守って行けるようにしたい」と
考えておられた。

(自己評価)

そのように働きかけている。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

できるだけ希望に沿えるよう努力しているが、重度化
した方の多い現状があり、職員側の都合が優先されて
しまいがちな場面あり。

(自己評価)

そのように支援している。

(自己評価)

食事は1番の楽しみと考え、それぞれの方に合わせた食
事作りに努めている。利用者さんの中には、下ごしら
えをしてくださったり、味加減を見てくださる方もお
られる。職員もいっしょに食事を楽しんでいる。

(外部評価)

介護度が重度の利用者が増え、現在は、食事の支度を
職員と一緒にできる方がお一人くらいになっているよ
うだが、人参の皮むきや食器洗い等「利用者個々がで
きること」を行えるような支援に努めておられる。
又、介助が必要な利用者が増えたこともあって、食事
時間は昼を11時から等、早めに始めるようにされてい
る。嚥下機能が低下しても、できるだけ口から食べて
もらえるような支援に努めておられ、一人ひとりに合
わせて握り食・きざみ・雑炊・ミキサー・とろみ等、
食材にも合わせて調理されている。調理に時間がかか
るため、現在、週１回お弁当をとることを試みておら
れた。食事支援については、事業所の体制や利用者の
状態のこともあるだろうが、ご家族等にも意見をうか
がいながらすすめていかれてほしい。

(自己評価)

特に気を使って行っている。必要に応じ食事、水分
チェックを行っている。水分補給時には、本人の希望
に従いヤクルト、アクエリアス、ジュース、牛乳など
と工夫している。

(自己評価)

利用者それぞれに合った口腔ケアに心掛けている。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

オムツ使用していて尿意がある人は、本人の意思でト
イレ誘導しているが、尿意がはっきりしない人は、定
期的に声掛けし、トイレ誘導している。P-トイレ利用
などそれぞれに合った支援を行っている。

(外部評価)

尿意が確かでない方でも、ご本人からの訴えがあれば
トイレにお連れしたり、そぶりをみて、時間を見計ら
い、誘導してトイレで排泄できるよう支援されてい
る。

(自己評価)

食事は、栄養が偏らないように、繊維質もとり、水分
摂取量に注意し、乳製品を摂るようにしている。
必要時、Dr指示のもと下剤を服用し調整している。

(自己評価)

個々の状態に応じた入浴支援を行っているが、要介護
度が高い方が多いため、自由に入浴することは難しい
が、希望に沿えるよう努力している。

(外部評価)

２階の浴室は、トイレと一緒になっているため現在
は、トイレとして使用されている。介護度が重度の利
用者は、清拭と足浴で対応されている。夜はしんどい
と言われる方もあり、現在は、２日に１回程度、午後
の入浴となっている。

長時間をベッドで過ごされる利用者でも体調等をみな
がらなら入浴が可能な方がおられないだろうか。利用
者を最期まで看ることのできる事業所でもあり、いろ
いろな状態の方、それぞれが気持ちのいい入浴ができ
るよう取り組みをすすめていかれてほしい。利用者の
希望や法人の意見、ご家族の要望等もお聞きしなが
ら、検討を重ねていかれてほしい。

(自己評価)

安心して眠れるように対応し、支援している。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している
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グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

新しく服用開始になったものについて、必ず申し送り
をしており、服用後の様子観察に留意するようにして
いる。必要時はDrより説明を受けたり、不安なときは
Drにうかがうようにしている。、

(自己評価)

介護度の高い人が多くなり判断できにくいが、希望に
沿った支援に心掛けている。

(自己評価)

そのように支援しているが、自分では動くことのでき
ない方、衰弱されて動けない方もおられる。
今年度より、本人の誕生日には希望されるところへ希
望される内容で出かけることを実施している。(外出で
きない状態の方も、希望に沿ったお祝いをさせていた
だくことにしている。

(外部評価)

ご自分で歩ける方や車いすを使用されている方は、午
前中、公園や川沿いを散歩されており、２日に１回は
食材の買物に一緒に出かけておられる。希望や必要に
応じて、補聴器の購入や調整に行ったり、ご家族と外
出される方もある。

(自己評価)

希望に沿って、ご自分でおこずかい程度を持たれてい
る方もおり、買い物に使ったり、散髪の費用を支払っ
たり、必要なときには、いつでも使えるように支援し
ている。

(自己評価)

そのように支援している。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームみつはま（A) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

建物自体は、北欧の優しい色使いで刺激が少ないもの
である。室内には季節の花を飾り季節感を取り入れて
いる。皆が過ごす所や廊下に椅子やソファーを置いて
いる。

(外部評価)

2階への階段には、昇降機を取り付けておられる。廊下
には、お出かけや行事時の写真を多く貼っておられ
た。ホーム内は床暖房の設備がある。調査訪問時、テ
レビの好きな方は、居間のよく見える場所を確保さ
れ、音楽の好きな方は、昼食後、コンポの前でお好き
な歌手の歌をじっくり聴いておられた。

(自己評価)

一人ひとり自由にくつろげるよう、ソファー、テレビ
を配置し思い思いに過ごせるように見守っている。

(自己評価)

皆さんそのようにされている。

(外部評価)

好きな観葉植物の世話をご家族と一緒にされたり、ご
姉妹からの絵手紙やご家族の写真を飾ったりされてい
る。敬老の日に職員からもらった寄せ書きも大切に
飾っておられた。たんすや衣装ケース・仏壇を持ち込
んでおられる方もある。2人部屋があり、ご夫婦が一緒
に過ごされている部屋もあった。

(自己評価)

普通の家に近い作りなので、自分らしく過ごしていけ
ると思うが、反面、車椅子でのトイレ利用は不便であ
る。障害のある方にとっては、暮らしにくい部分もあ
り。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている
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